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1.平成25年度人文科教育学会研究発表会
第27@研究発表会(平成24年5月301ヨ 筑波大学教育学系大会議室)
谷島愛久美(筑波大学大学院) I教材としての狂言の存在一小中学校国語科を中心として
日井志保(筑波大学大学院) 1-教室談話分析についてJ
第281fi]研究発表会(平成24年6月27F:l ，筑波大学教育学系大会議室)
小}I昌樹(筑波大学大学院) I大西忠治の会議rmJ
;雪 j幸俊:~8\ (筑波大学教育学類) 1-読み聞かせ実践者の意IZlと読みi首かせが果たす役割一教室
における読み開かせを仁!コ心に-J
第55回人文科教育学会大会(平成24年9月71ヨ 於筑波大学東京キャンパス文京校舎)
初谷和行(貞静学留短期大学) 1-話し合い学習の方法論について一知能論の視点から
「戦前文法教育における f実用文法jの系譜一文法教育と作
文教育との接点をめぐって J 
第29@研究発表会(平成24年10月31日，筑波大学教育学系大会議室)
勝田光(筑波大学大学院) Iく私の読み〉の形成過程に関する事例研究一単元「文学の
森田真吾(千葉大学)
学び方~ r走れメロス j による ~J の分析 J 
第56回人文科教育学会大会(平成24年2月1日，於:筑波大学東京キャンパス文京校舎)
松島絵里奈(筑波大学大学院) I古典教育史の中の『徒然草jJ
伊j宰亮平・渋谷一樹-勝田光(筑波大学大学院)
「古典入門期におけるよヒベ読みの効果-共同研究 f国語科授
業分析研究Xj より-J
※ 平成初年度の研究発表会を第:由研究発表会とする。
2. r人文科教育研究J編集規定(平成2年9月8日制定)
1 .本誌は，人文科教育学会の機関誌として，年一回発行する。
2.本誌は，原則として本会会員の論文等を掲載する。
3.本誌は，論文，翻訳，書評のほか，学会情報に関する記事も掲載する 0
4.投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会の選考によって決定する。
5.論文等の投稿に関する規定は，別に定める 0
6.投稿原稿の形式・内容の変更-修正につき，編集委員会と執筆者との簡で協議を行う場合
がある。
7.編集委員会に関する規定は，別に定める。
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3. r人文科教青研究J編集委員会規定(平成 2年 9月8日制定)
1 .編集委員会は，会員の中から総会において選出された若干名の委員によって構成する 0
2.編集委員の任期は 2年とする。 但し，再任を妨げ、なし'0
3.編集委員長は，編集委員の互選によって決定する。
4. r人文科教青研究j投稿規定(平成 2年 9月8臼制定宅平成13年 9月8日改正『平成19年 9
月22日改正、平成22年 9月48改正)
1 .人文科教育学会の会員は 本誌に投稿することができる。
2.論文原稿は，未発表のものに限る。
3.論文原稿は， A 4)坂用紙 l頁あたり横43字×縦35行で作成し，原則として12枚以内とする。
本文には邦文タイトルおよび巨大文タイトルのみを明記し，著者名等，著者が特定できるよ
うな情報は記さないものとする。
4.投稿は電子メールへの添付を原則とし，人文科教育学会 (jinbunka@human.tsukuba.ac.jp)
に送付するものとする。
5. 送付に際しては，氏名(ふりがな，および英語表記入所属，連絡先(住所-電話番号)を
明記するものとする。
6.締め切りは3月末!ヨとする。
7. 掲載された論文は，原則として，筑波大学電子図書館に登録するものとする。
5. 人文科教育学会規約縮財
昭和J63年度第 i号 過去2年間会費を納入していない会員は，納入するまで機関誌などの配布
を受けられなし可。本*10則は，昭和62年度と昭和63年度の 2年間の会費未納者から適用される o
Ilij手163年度第 2号 会費を納入していない会員は，原則として，納入するまで機関誌への投稿
ができない。
平成 2年度第 l号 人文科教育学会からの退会を希望するものは，その旨を人文科教育学会事
務局に E!こ!し出ることとする。なお，書式については任意とする。本組員IJは，平成 3年度から
適月3される。
{人文科教青学会役員] (50音)1真)
顧問倉 j幸栄吉-桑原 iを-高森邦明
湊 吉正
~三〉、三 長 塚田泰彦
事務局長 ~ヨ斐雄一郎
浬 事: 有 j幸俊太郎 甲斐雄一郎 }I 口幸宏
首藤久義 塚田泰彦 常木正則
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鳴島 甫
監事初谷手IJ 行
{平成25・26年度編集委員会] (50音JIl'-Oは委員長)
飯田和明 -0小JI雅子・甲斐雄一郎・上谷JI員三郎・高木まさき-寺井正憲・藤森裕治-柳津浩哉
[平成26年度学会運営}
内 渉:J#寺田光
編集:勘米良祐太
{執筆者] (執筆頗)
外渉:奇楽木格
会計:宮津{憂弥
飯田和明(宇都宮大学)-石田喜美(常磐大学)-山下直(文教大学)
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